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附則
私たち町民、町議会及び町長は、これまでそれぞれの立場でまちづくりの理想を追求し、地域社会の発展に努めてきました。

　２１世紀を迎えた今日、多様で個性豊かな地域社会を実現していくためには、自治の担い手である私たちが、英知を結集し、役割を分担し、それぞれの責任を果たし、そして協力していかなければなりません。

このような協働によるまちづくりこそが、私たちのまち「三好らしさ」を未来へと伝え、先人から受け継いできた文化や伝統を次世代に引き継ぎ、美しい自然を守り、地域の活力を高めることにつながると私たちは信じています。

　ここに私たちは、三好町のめざす住民自治の理念や基本的なしくみを明らかにし、町民の参画と協働によるまちづくりを進めるために、この条例を制定します。
第１章　総則

（目的）

第１条　この条例は、協働によるまちづくりに関する基本的な事項を定めることにより、自治の主権者である町民の主体的なまちづくりを推進し、地方自治の本旨に基づき自立した地域社会を築くことを目的とします。
　（条例の位置付け）

第２条　この条例は、町が定める最高規範であり、町は、他の条例等の制定及び改正に当たっては、この条例の趣旨を最大限に尊重し、この条例との整合性を図るものとします。
（定義）

第３条　この条例において、用いる用語の意義は、次のとおりとします。
(1)　町民　町内に居住し、通勤し、又は通学する個人及び町内において事業若しくは活動を行う個人又は法人その他の団体をいいます。
(2)　執行機関　町長、教育委員会、選挙管理委員会、監査委員、農業委員会及び固定資産評価審査委員会をいいます。
(3)　協働　町民、町議会及び執行機関が、共通の目的を実現するために共有する領域において、対等の立場で相互に力を合わせて協力することをいいます。
（基本理念）

第４条　町民、町議会及び執行機関は、町民憲章の精神を尊重し、次に掲げるまちづくりを協働により推進することを基本理念とします。
(1)　あふれるばかりの緑と花を育て、川をきれいにし、うるおいのある美しいまちづくり
(2)　しあわせな家庭をつくり、スポーツに親しみ、青少年の伸びるまちづくり
(3)　教養をたかめ、知性をみがき、かおり高い文化のまちづくり
(4)　誇りと創意をもって仕事に励み、調和のとれた豊かなまちづくり
　(5)　進んできまりを守り、互いに信じあえる明るいまちづくり
第２章　町民

（町民の権利）

第５条　町民は、快適な環境において安全で安心な生活を営むことができます。
２　町民は、執行機関が行う政策の立案、実行及び評価（以下「政策立案等」という。）に参画することができます。
３　町民は、町議会及び執行機関が保有する情報を知ることができます。
４　町民は、執行機関が行う行政サービスを受けることができます。
（町民の責務）

第６条　町民は、自治の主権者であることを自覚し、互いに尊重し、協力して、自治を推進するものとします。
２　町民は、政策立案等の参画においては、自らの発言と行動に責任を持つものとします。
３　町民は、行政サービスに伴う負担を分任するものとします。
第３章　町議会

（町議会の責務）

第７条　町議会は、町民の意思を代表し、合議制の意思決定機関として、民主的な町政の発展に寄与し、自治を推進します。
２　町議会は、保有する個人情報を保護し、その他保有する情報を原則として公開します。
（町議会議員の責務）

第８条　町議会議員は、直接選挙で選ばれた町民の代表者として、自らの役割を自覚し、誠実に職務を遂行し、審議能力及び政策提案能力の向上に努めます。
第４章　執行機関
（町長の責務）

第９条　町長は、町民主体の自治を推進します。
２　町長は、政策立案等が第４条に定める基本理念に従い推進されるよう調整します。
３　町長は、効率的かつ効果的な行政運営及び町職員の能力向上に努めます。
（町職員の責務）

第１０条　町職員は、町民全体の奉仕者として、誠実かつ公正に職務の遂行に努めます。
２　町職員は、職務の遂行に必要な専門的な知識の習得及び技能等の向上に努めます。
第５章　行政運営

　（総合計画）

第１１条　町は、第４条の基本理念に基づき、総合計画（総合的かつ計画的な行政運営を図るための基本構想及びこれを具体化するための計画をいう。）を策定します。
　（運営原則）

第１２条　執行機関は、行政サービスの向上のため、社会情勢の変化に的確に対応し、総合的かつ計画的な行政運営を行います。
２　執行機関は、公正で透明性の高い開かれた行政運営を行います。
３　執行機関は、政策立案等において町民の参画を推進します。
　（組織）

第１３条　執行機関の組織は、町民にわかりやすく、効率的かつ機能的なものとします。
　（行政評価）

第１４条　執行機関は、客観的に施策、事務事業等を評価し、その結果を公表します。
　（説明責任）

第１５条　執行機関は、政策立案等について情報の提供に努め、町民にわかりやすく説明します。
２　執行機関は、町民の意見、要望、提案等に対して、迅速かつ的確に対応します。
　（情報の公開）

第１６条　執行機関は、その保有する情報を原則として公開します。
２　前項の規定による情報の公開に関し必要な事項は、別に条例で定めます。
　（個人情報の保護）

第１７条　町長は、個人情報の保護の推進のため、個人情報を取り扱うものに対し、啓発等に努めます。
２　執行機関は、保有する個人情報を保護します。
３　前２項に規定する個人情報の保護に関し必要な事項は、別に条例で定めます。
第６章　参画及び協働
　（住民投票）
第１８条　町長は、町政に係る重要事項について、住民の意思を町政に反映するため、事案ごとに条例で定めるところにより、住民投票を実施することができます。
２　町民、町議会及び執行機関は、住民投票の結果を尊重するものとします。
　（協働の推進）

第１９条　町は、町民の自主的な活動を尊重し、協働によるまちづくりを推進するものとします。
　（地域自治区の設置）
第２０条　町は、町長の権限に属する事務の一部を分掌させ、住民の意見を反映させつつ、これを処理させるため、地域自治区を設置します。
２　前項の規定による地域自治区の設置に関し必要な事項は、別に条例で定めます。
　（他の自治体との連携）
第２１条　町は、共通する課題を解決するため、他の自治体と相互に連携し、協力するよう努めます。
附　則

　この条例は、平成　　年　月　日から施行する。







PAGE  
1

